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事業所名 ジョイフルキッズ大田 支援プログラム 作成日 2026年 3 月 14 日

法人（事業所）理念

支援方針

営業時間 9 時 00 分から 18 時 00 分まで 送迎実施の有無 あり なし

支　援　内　容

健康・生活

運動・感覚

認知・行動 　状況を理解し、場面に応じた行動を選択できるよう支援するとともに、自分の行動を振り返る力を育てます。

　自分の気持ちや考えを適切に言語化する力を育てるとともに、相手の意図や感情を理解し、状況に応じたコミュニケーションが取れるよう支援します。

家族支援 保護者と情報共有し、家庭と連携しながら支援を行う。 移行支援

地域支援・地域連携 地域とのかかわりや社会経験の機会を設け、社会参画を促す。 職員の質の向上

主な行事等

「人と社会に心安まる灯をともす」という法人理念を基に、
自分や他者を大切に思える気持ちを育て、社会の中で他者と関わりながら、自分の役割を理解し、主体的に行動できる力や社会性を育成します。

お子さま一人ひとりの発達段階や特性に応じて個別支援計画書を作成し、安心して過ごすことのできる環境のもと支援を行います。
特に、人とのかかわりの中で社会性が発達していくことを重視し、相手の気持ちに気づきながら、自分の気持ちを適切に表現し、場面に応じた行動がとれるように支援します。
また、小集団の活動や日常生活の中で役割やルールを理解し、他者と協働する経験を積み重ねる事で、社会の中で自立して生活するための「生きる力」を育成します。

本
人
支
援

　基本的な生活習慣の確立を図るとともに、身の回りのことを自ら行うことができるよう支援します。
　また、心身の健康の維持・増進を図り、安心して安定した生活を送ることを目指します。

　体操や遊びなど、さまざまな活動を通して、身体機能の向上を図るとともに、バランス感覚や協調運動などの発達を促します。
　また、多様な感覚刺激を取り入れながら感覚の統合を支援し、安定した行動につなげます。

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

　他児や職員とのかかわりを通して、相手の立場や気持ちを理解する力を育てます。
　また、ルールやマナーなどの習慣に加え、集団の中でも役割理解や協働する経験を積みながら、社会性の発達を支援します。

学校や関係機関と連携し、安心して学校生活や地域生活が送れるように支
援する。

職員の専門性向上のため、定期的な外部研修への参加や内部研修を
実施する。また、日々の支援について振り返りを行い、職員間での情報共
有を図ることで支援の質の向上に努める。

・季節行事やイベント活動（夏祭り、クリスマス会等　）
・社会資源を利用した外出活動や体験活動
・保護者会
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